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Cyber Port の EDIFACT 連携機能をリリース 

～コンテナブッキング情報や到着通知情報が Cyber Port で取得可能に～ 
 

 

＜Cyber Port の EDIFACT 連携機能の概要＞ 

Cyber Port は、API によるデータ連携に加え、国連が定めた UN/EDIFACT 形

式のデータ連携（受信）にも対応を開始しました。 

EDIFACT は国際物流に関する情報伝達メッセージとして広く利用されてお

り、既に EDIFACT に対応した民間事業者は、既存の仕組みを活用して Cyber 

Port へのデータ連携（送信）が可能となります。 

これにより、データ連携する外航船社等の海上輸送サービスを利用する取引

に紐付けられた Cyber Port 利用者は、EDIFACT メッセージから作成された情

報を後続の手続で利用可能となります。 

 

○現時点においては、以下の EDIFACT メッセージの受信に対応しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

現在、オーシャンネットワークエクスプレスジャパン株式会社から上記

EDIFACT メッセージの Cyber Port への連携が開始されています。 

国土交通省港湾局では、同社のサービスを利用する Cyber Port 利用者に対し

後続手続への連携されたデータの利活用を促すとともに、他の外航船社への

EDIFACT 連携機能の周知を図るなど、サイバーポートの更なる普及に向けて取

り組んで参ります。 
 

【問い合わせ先】 

国土交通省 港湾局 サイバーポート推進室 中沢、小木  

     電話：03-5253-8111（内線 46642、46838）／直通：03-5253-8660  

       メールアドレス：nakazawa-y2zm@mlit.go.jp、ogi-k87f5@mlit.go.jp 

№ 対象電文 Cyber Port での対象帳票 

メッセージ 輸出入 帳票コード 帳票名称 

1 IFTMBC 輸出 UL050 船腹予約確認書 

2 IFTMAN 輸入 UL290 到着通知（Arrival Notice） 

国土交通省港湾局が運営する民間事業者間の物流手続を電子化する「サイ

バーポート（港湾物流）」（Cyber Port）は、このたび、国際物流において民

間事業者に広く利用されている UN/EDIFACT 形式によるデータ連携機能を実装

しました。 

同機能により、貨物情報（コンテナブッキング情報（輸出）や貨物到着通知

情報（輸入））が Cyber Port 上の帳票に自動連携され、輸出入において必要

となる書類の入力作業が削減されるなど、港湾物流手続の円滑化が期待され

ます。 


